










































平成２３年度 CSI 委託事業 領域２ オープンアクセス環境下における同定機能導入のための恒久識別子実証実験 
IR の普及により，ある研究者の研究成果が複数の IR に登録されることが多くなってきています。 
「同一人物の論文を全て読みたい」 そのためにはどうすればよいでしょうか？ 
これを実現するためには，『著者識別子』を利用した『名寄せ』が必要です。 
平成 22 年度までは金沢大学の IR で実証実験を行い，一定の成果を得ました。 
 平成 23年度に行った実証実験 

















































































北海道大学 5,074 823 4,228 
長崎大学 16,296 1,175 8,079 
奈良女子大学 1,467 193 746 
関西学院大学 1,615 228 1,550 
大阪市立大学 521 128 521 






















 ワークショップ「研究者と論文を結びつけるために～研究者 IDサミット２～」を開催 
平成２２年度に続き、平成２３年度も研究者 ID サミットを開催しました！ 
詳しい開催報告は，以下の URL よりご覧いただけます。 
http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/kura/nayose_ws/2011_report.html 
平成２４年２月１４日（火） 大阪市立大学 学術情報総合センター 
プログラム 
「著者の同定・識別について -JAIRO 著者名検索プロジェクトへ-」 蔵川圭(NII) 
「著者同定に向けた金沢大学の実験」 守本瞬(金沢大学)  
「今年度の CSI 委託事業参加大学による報告」 
・DSpace の場合：澤村俊祐（長崎大学） 
・羽ばたけ 著者 ID  infoLib-DBR の場合：中村健（大阪市立大学） 





●著者 ID 管理をどのように行うか。 
→集中管理 OR 分散管理  
●研究者のプロファイルは個人情報か。 
 →個人情報保護との関連性が今後問題に？ 
